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春から夏への大学美術館 2003.4>>>2004.2

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
日
本
近
代
美
術
展

長
い
眠
り
か
ら
覚
め
た
名
品
の
数
々

薩
摩
雅
登

堅山南風「ぼら網」1936年

美
術
作
品
と
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て
一
度
生
み

出
さ
れ
た
後
は
、
時
流
の
中
で
失
わ
れ
る
も
の
、

残
る
も
の
、
評
価
の
高
ま
る
も
の
、
忘
れ
去
ら
れ

る
も
の
、
見
直
さ
れ
る
も
の
な
ど
、
人
間
の
一
生

と
同
じ
よ
う
に
多
様
な
運
命
を
た
ど
っ
て
い
く
。

こ
の
過
程
の
中
で
「
保
存
と
展
示
」
の
繰
り
返
し

が
作
品
の
評
価
さ
ら
に
は
運
命
を
も
決
定
す
る
こ

と
で
、
こ
の
意
味
で
、
本
年
四
月
に
韓
国
か
ら
我

が
国
に
一
時
的
に
里
帰
り
す
る
日
本
画
と
工
芸
品

の
七
○
点
は
、
作
品
そ
の
も
の
の
魅
力
と
価
値
を

越
え
て
、
我
々
に
興
味
深
い
問
題
を
投
げ
か
け
て

く
れ
る
。

韓
国
の
朝
鮮
王
室
（
李
王
家
）
は
一
九
三
五
年

頃
か
ら
一
九
四
二
年
頃
に
か
け
て
、
当
時
の
日
本

の
現
代
美
術
、
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
日
本
近
代

美
術
を
二
○
○
点
以
上
も
収
集
し
た
。
そ
の
背
景

に
関
し
て
は
、
戦
前
の
日
韓
関
係
に
お
け
る
政
治

的
・
文
化
政
策
的
な
複
雑
な
事
情
が
あ
り
、
今
日

で
も
複
雑
な
問
題
を
含
む
の
で
、
こ
こ
で
は
深
く

立
ち
入
ら
な
い
。
し
か
し
例
え
ば
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
や
ギ
リ
シ
ア
の
貴
重
な
美
術
品
の
数
々
が
イ
ギ

リ
ス
の
博
物
館
や
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
現
実
、
あ
る
い
は
今
日
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
状
況
な
ど
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
美
術

作
品
は
時
と
し
て
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
数
奇
な

運
命
を
た
ど
り
な
が
ら
、
保
存
と
展
示
に
よ
っ
て

歴
史
的
評
価
が
定
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
て
ば
、
収
集
の
経
緯
は

ど
う
で
あ
れ
、
日
本
画
九
三
点
、
西
洋
画
三
七
点
、

版
画
四
点
、
彫
刻
二
○
点
、
工
芸
品
四
四
点
、

合
計
一
九
八
点
の
日
本
近
代
美
術
を
、
戦
争
や
祖

国
分
断
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
韓
国
が
今

日
ま
で
保
存
し
て
き
た
こ
と
は
賞
賛
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
戦
前
は
ソ
ウ
ル
の
徳
寿
宮
石

造
殿
で
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
が
敗
戦
し
撤

退
し
た
一
九
四
五
年
以
降
は
韓
国
国
立
中
央
博
物

館
収
蔵
庫
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
一
度
も
公
開
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
我
が
国
で
も
一
部
の
専
門
家
が

戦
前
に
出
版
さ
れ
た
図
録
な
ど
で
知
る
の
み
で
あ

っ
た
。

戦
後
の
東
西
冷
戦
構
造
が
終
結
し
、
二
一
世
紀

を
迎
え
た
二
○
○
二
年
秋
、
日
韓
共
同
開
催
で
成

功
を
収
め
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
余
波
を
受
け
て
、

こ
の
中
か
ら
比
較
的
保
存
状
態
の
良
好
な
作
品
七

○
点
が
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
で
約
六
○
年
ぶ
り

に
公
開
さ
れ
た
。
ま
さ
に
眠
り
か
ら
覚
め
た
美
術

品
を
一
目
見
よ
う
と
日
本
か
ら
も
研
究
者
や
美
術

愛
好
家
が
多
く
訪
れ
た
が
、
そ
れ
は
い
さ
さ
か
徒

労
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
展
示
さ
れ 松田権六「鷺籠文庫」1936年



ひ
と
つ
な
の
で
、
外
交
的
に
も
微
妙
な
展
覧
会
で

あ
る
こ
と
は
承
知
の
う
え
で
二
年
前
か
ら
水
面
下

で
準
備
を
重
ね
て
き
た
。

多
方
面
か
ら
話
題
に
な
る
展
覧
会
だ
ろ
う
が
、

そ
の
た
め
に
も
ま
ず
無
事
に
展
示
公
開
す
る
こ
と

に
全
力
を
注
ぎ
た
い
。

（
さ
つ
ま
・
ま
さ
と
／
大
学
美
術
館
助
教
授
）
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展覧会予定
（2003.4～2004.2）

韓国国立中央博物館所蔵
日本近代美術展
4月3日（木）～5月11日（日）
入場料1,200円
（芸大コレクション展もご覧になれます）

芸大コレクション展
日本の洋画～明治から昭和前期～
4月3日（木）～5月5日（月・祝）
入場料300円

テイト・ブリテン発世界巡回展
「ヴィクトリアン・ヌード」
19世紀英国のモラルと芸術
5月24日（土）～8月31日（日）
入場料1,300円

「工芸」現代までの110年の軌跡
日本の金工・漆芸・染織・
陶芸の名品240点でたどる
近代から現代への歩み
10月7日（火）～11月30日（日）
有料

芸大コレクション展
日本画の名品（仮称）
12月13日（土）～2月8日（日）
入場料300円

退官教官展（2教官）
2003年1月中旬～2月初旬
入場無料

第52回卒業・修了制作展
2月21日（土）～2月26日（木）
入場無料

2002年度
博士研究発表展
～4月28日（月）まで
入場無料

3カ国交流課題作品展
5月7日（水）～5月18日（日）
入場無料

デザイン学会
50周年記念展
5月23日（金）～5月25日（日）
入場無料

ミュンヘン国立芸術アカデミー
東京芸術大学交流展
5月30日（金）～6月15日（日）
入場無料

彫刻の身体
7月1日（火）～7月21日（月）
入場無料

日本画第1研究室発表展
NASDA宇宙開発事業団との共同研
究の成果発表
10月25日（土）～11月3日（月・祝）
入場無料

ソウル大学校交流展
11月11日（火）～11月14日（金）
入場無料

陳列館

大学美術館本館

た
日
本
画
四
五
点
と
工
芸
品
二
五
点
が
、
四
月

か
ら
六
月
に
か
け
て
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術

館
と
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で
公
開
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
者
に
は
横
山
大
観
、
前

田
青
邨
、
海
野
清
、
松
田
権
六
な
ど
東
京
美
術

学
校
関
係
者
が
多
い
う
え
、
海
外
の
一
流
美
術

館
と
の
交
流
展
は
大
学
美
術
館
の
基
本
方
針
の

美術学部取手校地創作展
12月　入場無料

※開館時間は、いずれも10時～17時。
月曜日休館。ただし月曜日が祝日の場
合、開館することがあります。

※展覧会の名称・会期については、変更
することがあります。

※本学には駐車場はありませんので、お
車でのご来館はご遠慮ください。

※展覧会についてのお問い合わせ
東京芸術大学大学美術館　
Tel.03-5685-7755
NTTハローダイヤル
Tel.03-5777-8600

※展覧会の紹介は、下記ウェブサイトで
ご覧になれます。
http://www.geidai.ac.jp/museum/

取手館

横山大観「静寂」1937年

川合玉堂「深山春遅」1938年

海野清「金銀鍍雲宝珠文小壷」
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〝
世
界
の
マ
エ
ス
ト
ロ
を
迎
え
て
〞
第
２
回
演
奏

会
が
、
六
月
五
日
、
奏
楽
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
一
年
に
一
度
、
開
催
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
企

喜
劇
役
者
さ
ん
の
登
場
す
る
風
変
わ
り
な
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
話
題
を
集
め
た
四
回
の
〝
オ
ル
ガ

ン
＋
α
〞
シ
リ
ー
ズ
、
そ
の
続
編
と
し
て
平
成
十

五
年
度
か
ら
〝
上
野
の
森
音
楽
む
か
し
ば
な
し
〞

シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
す
。

〝
オ
ル
ガ
ン+

α
〞
が
始
ま
っ
た
と
き
、
そ
も
そ

世
界
の
マ
エ
ス
ト
ロ
を
迎
え
て
　

第
2
回

イ
タ
リ
ア
の
巨
匠
ネ
ル
ロ
・
サ
ン
テ
ィ
の
登
場
　
　
　
　
　

前
田
信

Geidai Tanshin 芸大★短信

春から夏への奏楽堂 2003.4>>>2004.2

〝オルガン+α〝シリーズより（下写真とも）

も
教
会
に
あ
る
は
ず
の
大
オ
ル
ガ
ン
の
音
楽
を
現

代
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
聞
く
と
き
に
生
ず
る

あ
る
種
の
違
和
感
と
い
う
か
、
現
実
感
の
な
さ
の

よ
う
な
も
の
を
何
と
か
し
て
克
服
し
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
解

説
」
を
加
え
る
こ
と
に
必
死
に
な
る
よ
り
も
、
本

来
そ
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
る
と
き
に
ま
と
っ
て
い

た
は
ず
の
空
気
や
雰
囲
気
、
機
会
と
い
っ
た
「
場
」

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
を
、
い
っ
そ
お
芝
居
で
生

み
出
し
て
し
ま
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
う

の
が
仕
掛
け
人
で
あ
る
鈴
木
雅
明
氏
の
ア
イ
デ
ア

で
し
た
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
「
場
」
の
な
か
で
、

ふ
だ
ん
は
や
や
近
寄
り
が
た
い
感
じ
の
古
い
オ
ル

ガ
ン
音
楽
が
い
つ
も
と
は
違
っ
た
貌か

お

を
見
せ
た
の

で
す
。

オ
ル
ガ
ン
音
楽
に
限
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古

い
音
楽
の
な
か
に
は
現
代
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

に
な
じ
み
に
く
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
魅
力
を
ど
う
や
っ
た
ら
い
き
い
き
と
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
〝
上
野
の
森
音
楽
む
か
し
ば

な
し
〞
シ
リ
ー
ズ
で
引
き
続
き
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
五
月
の
第
１
話
で
は
レ

オ
ナ
ン
、
ペ
ロ
タ
ン
、
マ
シ
ョ
ー
と
い
っ
た
古
い

古
い
音
楽
を
、
ま
た
七
月
の
第
２
話
で
は
一
七
世

紀
は
じ
め
の
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
バ
ン
キ
エ
リ
の

マ
ド
リ
ガ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
を
、
十
一
月
の
第
３
話

で
は
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ペ
ラ
名
場
面
集
を
集
め
て
当

シ
リ
ー
ズ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ス
テ
ィ
ッ
チ
ョ

（
〝
つ
ぎ
は
ぎ
オ
ペ
ラ
〞
）
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
。
〝
音
〞
に
よ
る
む
か
し
話
を
し
て
く
れ
る
お

じ
い
さ
ん
役(

仕
掛
け
人)

の
鈴
木
雅
明
、
演
出
の

国
松
真
知
子
と
役
者
さ
ん
た
ち
ほ
か
先
シ
リ
ー
ズ

か
ら
お
な
じ
み
の
ス
タ
ッ
フ
で
臨
み
ま
す
。

役
者
さ
ん
の
お
芝
居
に
刺
激
さ
れ
て
、
古
め
か

し
い
は
ず
の
音
の
数
々
が
こ
の
現
代
風
の
奏
楽
堂

で
ど
ん
な
つ
や
や
か
な
輝
き
を
放
つ
の
か
楽
し
み

で
な
り
ま
せ
ん
。

（
お
お
つ
か
・
な
お
や
／
音
楽
学
部
古
楽
科
助
手
）

上
野
の
森
音
楽
む
か
し
ば
な
し

〜
名
曲
メ
イ
キ
ン
グ
芝
居
〜

「
お
芝
居
」
が
古
い
音
楽
に
新
し
い
息
吹
を
も
た
ら
す

大
塚
直
哉



画
で
す
。

昨
年
四
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
回
で
の

Ｇ
・
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
氏
に
続
き
、
今

回
は
ネ
ル
ロ
・
サ
ン
テ
ィ
（N

ello
S
A
N
T
E
I

）
氏

が
登
場
し
ま
す
。
サ
ン
テ
ィ
氏
は
、
現
在
最
高
の

オ
ペ
ラ
指
揮
者
の
ひ
と
り
と
し
て
評
価
を
不
動
の

も
の
と
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
面
、
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
指
揮
者
と
し
て
の
活
躍
も
多

大
で
す
。
今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
歌
な
し
〞
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
で
は
、
ハ
イ
ド
ン
の
オ
ラ
ト
リ
オ
《
四

季
》
の
公
演
に
よ
っ
て
声
楽
科
の
学
生
に
よ
る
合

唱
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
さ
れ
た
三
名
の
学

生
の
ソ
リ
ス
ト
と
の
接
点
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
演
奏
会
の
翌
日
に
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
導

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

直
接
、
学
生
に
接
す
る
機
会
を
必
ず
組
み
込
む
と

い
う
教
育
目
的
も
あ
わ
せ
て
〝
お
迎
え
〞
す
る
と

い
う
企
画
で
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
毎
回
、
管
弦

楽
研
究
部
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
芸
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ア
）
が
担
当
し
ま
す
。

（
ま
え
だ
・
し
ん
き
ち
／
管
弦
楽
研
究
部
講
師
）

27

奏楽堂演奏会予定
（2003.4～2004.2）

4月10日（木）
芸大シンフォニア英国公演
帰国演奏会

4月17日（木）
モーニング・コンサート第1回

4月24日（木）
モーニング・コンサート第2回

5月3日（土・祝）
「相聞」・「竹取物語」
－物語の出で来はじめの祖－

5月15日（木）
モーニング・コンサート第3回

5月18日（日）
上野の森音楽むかしばなし
～名曲メイキング芝居～
第1話〈ノートルダムの恋物語〉
～れおなん、ぺろたん、ぎょうむ・まし
ょう～

5月22日（木）
モーニング・コンサート第4回

5月29日（木）
モーニング・コンサート第5回

6月5日（木）
世界のマエストロを迎えて第2回
ネルロ・サンティ

6月10日（火）
芸大定期邦楽第66回

6月12日（木）
モーニング・コンサート第6回

6月20日（金）
芸大定期オーケストラ第303回「新卒
業生紹介演奏会」

6月21日（土）
楽器シリーズⅣ「クロマティック・ハー
モニカの至芸」

6月27日（金）
芸大定期オーケストラ第304回

7月1日（火）
〝うた〝シリーズⅢ　第1日

7月3日（木）
モーニング・コンサート第7回

7月6日（日）
上野の森音楽むかしばなし
～名曲メイキング芝居～
第2話〈ヴェネチアからパドヴァへの船
旅〉
～バンキエッリのマドリガル・コメディ
～

7月10日（木）
モーニング・コンサート第8回

7月14日（月）
芸大定期チェンバー・オーケストラ
第1回

7月17日（木）
モーニング・コンサート第9回

9月4日（木）
モーニング・コンサート第10回

9月11日（木）
モーニング・コンサート第11回

10月10日（金）
芸大定期オペラ第49回　第1夜

10月11日（土）
芸大定期オペラ第49回　第2夜

10月24日（金）
芸大定期オーケストラ第305回

10月25日（土）
〝うた〝シリーズⅢ　第2日

10月30日（木）
附属音楽高等学校定期演奏会

11月2日（日）
ピアノシリーズ2003
（プロコフィエフ没後50年） 第1日

11月6日（木）
室内楽演奏会V
ハイドン弦楽四重奏曲全曲演奏シリーズ
第1日

11月7日（金）
室内楽演奏会V
ハイドン弦楽四重奏曲全曲演奏シリーズ
第2日

11月9日（日）
有賀誠門退官記念プロデュース
ORCHESTRA EXPERIMENTS

11月21日（金）
芸大定期合唱・オーケストラ第306回

11月24日（月・祝）
上野の森音楽むかしばなし
～名曲メイキング芝居～
第3話〈ヘンデル：パスティチオ〉
～ヘンデルのオペラ名場面集～

11月28日（金）
芸大定期学生オーケストラ第307回

11月30日（日）
ピアノシリーズ2003
（プロコフィエフ没後50年） 第2日

12月1日（月）
芸大定期吹奏楽第69回

12月2日（火）
芸大定期邦楽第67回

12月6日（土）
〝うた〝シリーズⅢ　第3日＊

12月14日（日）
ピアノシリーズ2003
（プロコフィエフ没後50年） 第3日

2004年2月12日（木）
モーニング・コンサート第12回

2月12日（木）
芸大定期室内楽第30回第1日

2月13日（金）
芸大定期室内楽第30回第2日

2月20日（金）
芸大定期チェンバー・オーケストラ
第2回

2月22日（日）
楽器シリーズⅤ「和楽器」

※平成15年1月30日現在の予定表です。
今後、演奏会内容、日程などについて
は、変更することがあります。

※演奏会の曲目、開演時間などの詳細
については、決定次第、大学ホームペ
ージで発表します。
http://www.geidai.ac.jp

※本学には駐車場はありませんので、お
車でのご来場はご遠慮ください。

※チケットの取り扱い
チケットぴあ0570-02-9990／東京文
化会館チケットサービス03-5815-
5452／東京芸大大学美術館ミュージ
アムショップ03-5685-1176

※上記の演奏会のほか、「学内演奏会」
の日程については、下記にお問い合わ
せください。
※演奏会のお問い合わせ先
演奏芸術センター演奏係
03-5685-7700

定期演奏会・特別演奏会予定

ネルロ・サンティ氏　撮影＝浦野俊元　写真提供＝読売日本交響楽団




